
平成27年度後期全学モジュールⅠ    
     （テーマ：現代経済と企業活動） 
  

  ○現代社会は，資源を有効活用する経済活動 

   のもとに成立している 
 ○その原理や制度，歴史的変遷などの観点か 
   ら現代を考察する 
  

     経済活動と社会          村田省 
     経済政策と公共部門 島田章 
     企業の仕組みと行動 宇都宮 



 

            成立必然？ 

              ⇓ 

       自由主義（経済、憲法） 

      ×⇓×         ○⇓× 

  不況、弱者   資源配分、公共・弱者 

       ⇓        ⇓         ⇓ 

 財政・金融政策（介入） 市場メカニズム 修正 

 

    ー企業の意思決定、管理、責任ー 



立法 

↗  ↘  

司法    ⇒    行政 

  

       マクロ的介入   ミクロ的修正 
 

 （国）内閣    ○○省    ○○省 

      （景気対策）  ⇓   （規制緩和） 

 （県）長崎県など、 （市町村）長崎市・・・・・ 
 

       ー現代の企業活動ー 

 

 



 
 
 
・なぜ企業はたいてい、株式会社か？ 
  株式会社と所有と経営の分離 
  大きくなった企業にて、どうやって意思決定する？ 
 
・なぜ管理が必要か？  
  管理と科学的管理法 
 
・なぜ企業による活動に目配りする必要があるか？ 
  企業の社会的責任 

現代企業の仕組みと行動 



Ａ２ 環境と人類の持続可能な発展 

 

産学官連携戦略本部 

カテゴリー：多様性と共生 

全学モジュールⅠ科目 



本モジュールで学ぶこと 

目的：人類の持続可能な発展（sustainable 
development, SD）の実現 

 

学ぶこと： 

○環境問題の基本的考え方や国際環境法の
特徴・理念・精神など 

○ 「環境基本法」と進むべき方向や取るべき行
動 

○国内の環境関連法 



具体的な学習内容 

 

国際環境法（環境問題と国際環境法） 

 

国内環境法Ⅰ（環境基本法他） 

 

国内環境法Ⅱ（環境関連法） 



国際環境法 

○環境問題に対する考え方 

 

○国際環境法の歴史と特質 

 

○国際環境法の概要 

 

環境問題の基本的考え方や国際環境法の理
念・精神について理解を深める。 



• 環境問題をどのように考えるか 

• 国際環境法の歴史と特質 

• 国際連合人間環境会議と人間環境宣言 

• 第一世代の国際環境法（ラムサール条約～ワシント
ン条約） 

• 第二世代の国際環境法（ウイーン条約～ストックホ
ルム条約） 

• ソフト・ロー的文書（世界自然憲章～持続可能な開
発に関するヨハネスブルク宣言 

• 非政府組織の参加 

• 国際環境法における課題 



国内環境法Ⅰ 

○国内の環境問題と対策および歴史 

 

○国際環境法との関係 

 

○「環境基本法」等 

 

環境に関する我が国の基本的考え方を理解し，
我々が進むべき方向や取るべき行動等につ
いて理解を深める。 



• 日本の環境と環境政策 

• 環境基本法 

• 環境基本計画 

• 環境基本法と環境関連法との関係 

• 循環社会の形成 

• 生物多様性の確保 

• オゾン層の保護に関する法律 

• 環境教育等による環境保全促進法 



国内環境法Ⅱ 

 

 

 

○国内の環境関連法等 

 

○環境報告書と環境コミュニケーション 

 

国内の環境関連法を理解するとともに，環境コ
ミュニケーションの重要性について理解を深め
る。 



• 大気汚染防止法 
• 水質汚濁防止法 
• 廃棄物処理法 
• 省エネ法 
• 温対法 
• 日本のエネルギー事情 
• PRTR法，化管法 
• 化学物質等安全性データシート(SDS) 
• 毒物及び劇物取締法 
• 環境配慮法 
• グリーン購入法 
• 環境報告書 



全学モジュール説明会 

2015年度教養教育 

全学モジュールⅠ 

 「日本を知り、世界を知る」 

14 



趣旨 

グローバル化の影響 
多文化社会の進展 

→ 世界を知ることの重要性 
→ 日本（と日本人）を知ることから始まる 
モジュールⅠ： 

空間軸： 日本、アジア、欧米、世界 
視点：   文化、歴史、政治、思想、経済、社会、交流 
趣旨： 
・多様な自己を発見することにより、多様な他者への理解を深める。 
・様々な多文化状況に適応する素養と思考力を身につける。 

15 



到達目標 

それぞれのテーマに関する基礎的知識を習
得する。 

世界や日本における多文化状況に関心を持
ち、その状況が成立した理由と経緯、多様性
の意義について考えるようになる。 

グローバル化の進展に伴って生じている様々
な多文化状況に適応する素養を身につける。 

物事を多面的に捉え広い視野から考える能
力（批判的思考力）を鍛える。 

16 



科目編成 

17 

科目名 担当者名 専門分野 キーワード 

前近代の日本と世界 佐久間 正 政治思想
史 

近代・前近代 
本土国家、琉球王国 
中華帝国 
土着・外来・日本化 
開国・鎖国 

近現代のアジアと日本 コンペル  
ラドミール 

政治学 沖縄 
日本近現代史 
政治学 

人々の暮らしから見る現代日
本 

野上 建紀 考古学 遺物 
近世考古学 
陶磁器 
伝統産業 



科目概要 

18 

科目名 概要 

前近代の日本と世界  ユーラシア大陸の東辺、太平洋の西辺の島嶼国家日本は、前近
代においても、アジアをはじめ列島以外の地域と様々な「交流」が
行われており、そうした中で「日本」（遅れて「琉球王国」）が形成さ
れていった。そのような交流の様態と、それとの緊張関係の中で形
成されていった「日本」（琉球王国）の特質を国家・社会・文化等の
側面から考えてみよう。 

近現代のアジアと日
本 

 沖縄を注視することによって、日本をはじめ東アジアの近現代史
における国民国家形成と変容への理解を深め、現代社会の仕組
みについての洞察力を鍛える。 

人々の暮らしから見
る現代日本 

 私たちは「モノ」に囲まれて生活している。そして、「モノ」には個
人や家族、社会が反映されている。そのため、「モノ」を観察すれ
ば、その社会背景を知ることができる。授業では、生活に使われた
「モノ」の一つである陶磁器の変遷を通して、陶磁器に投影された
人々の暮らし（生活、産業）の変化を見ていく。そして、過去がどの
ように現在につながっているか考える。 



学生の皆さんへのメッセージ 

19 

社会的・文化的・言語的に多様性を持つ 

様々な組織の一員として生活し、働く。 

 

 「日本を知り、世界を知る」 

↓ 

「他者を理解し、自己を省みると同時に相対化する」 

 ＝知的な営み／必要不可欠な能力 

 

本モジュールでぜひ身につけて下さい！ 



生命とは？  

生きているとは？ 
いつまでも健康
であってほしい 

担当：薬学部教官 

DNA（遺伝子） 

DNAもタンパク質も、そして動物、植物、微
生物も、すべて化学物質で出来ている。 
 

生命は、物質間の反応で維持されている。 

薬と生命科学を理解するための 
基礎科学 



生 死 

正常 異常 

健康 病気 

生
命 

物質A⇔物質B 

薬＝毒 

薬と毒＝体の中のさまざまな化学反応に影響を与える化学物質 



ビギナーのた
めの有機化学  

ビギナーのた
めの物理化学 

ビギナーのた
めの生物学 

薬と生命科学を理解するための基礎科学 

元素・炭化水素・官能基・
触媒 

熱力学・エネルギー・ 
DNA ・ RNA ・タンパク質 

遺伝子・酵素・細胞の機
能、発がんのメカニズム、
創薬研究、診断法開発、
遺伝子治療 



ビギナーのための有機化学  

 有機化合物は、ヒトの生活に欠かせない衣類、食品、医薬品等
様々なものの原料となる。さらに、生命現象も有機化学反応が織り
なすものといえる。この講義では、有機化学の基礎を学ぶ事で、生
物の営みや自然現象を有機化学の視点から正しく理解し、説明で
きる力をつけることをねらいとする。 

ドーピング 

N

H2N

N

NH2

N

NH2

メラミン 

＜中華ボイス＞金メダルよりも 

安全な粉ミルクを！ 
オリンピック 

ステロイド テトロドトキシン 

河豚毒 

授業方法の特徴：デモ化学実験＆クリッカー利用 



ビギナーのための物理化学  

 自然科学の分野において、物理学の果たしてきた役割は大きい。
この講義の前半では、物質の性質や状態変化などを数量的に取り
扱う熱力学について、後半では、生体成分(DNAやタンパク質)を中

心に、その物性や機能解析において、物理学がどのように利用さ
れているかを原理・応用両面から理解することを目的とする。 

授業方法の特徴：グループ学習とプレゼンテーション 

物質の状態（構造）は、ギブスエネルギー変化（ΔG=ΔH-TΔS）によって決定される。 

コラーゲン（線維状タンパク質）
の立体構造 

ヘモグロビン（球状タンパク質）
の立体構造 



ビギナーのための生物学 
 生物学の基礎を学び、「遺伝子」と「疾患」との関わりや最先端医
薬品(バイオ医薬品)や組換え食品のあり方を理解する。また、それ

らの知識を基にして、現代社会における課題を抽出してその問題
を解決するための演習を行い、自ら学び、考え、主張し行動改革で
きる能力を養う。 

ゲノム 
DNAの二重らせん 

細胞の構造 
培養中の 
動物細胞 

授業方法の特徴：グループ・プレゼンテーション 



リスク社会を理解する 

医療と健康 社会科学 科学技術  

科学・技術の恩恵と限界 
全学モジュールⅠ科目 



リスク社会を科学する 

対象 

• 多文化社会学部 

• 教育学部 

• 経済学部 

• 薬学部 

• 水産学部 

講師陣 

• 松田尚樹 
– 原爆後障害医療研究所 

• 大沢一貴 
– 先導生命科学研究支援センター 

• 中山守雄 
– 薬学部 

• 片山 朗 
– 経済学部 

• 林 秀千人 
– 工学部 

• 田中 俊幸 
– 工学部 

• 久保 隆 
– 産学官連携戦略本部 

 





医療と健康の安全・安心 

• 五感で感じないうちに我々に忍び寄り、健康に重篤
な影響を及ぼすこともある放射性物質の拡散や感染
症の拡大は、人々の安全と安心を大きく揺るがして
きた。 

• 本授業では、放射線と人獣共通の感染症を基礎医学
生物学及び薬学の観点から正しく理解することを狙
いとして、その本体、健康リスク、予防、診断及び
治療などに関わる基礎知識を習得する。  

動物実験と
感染症 

放射線の利用と
健康リスク  





リスク社会と社会科学 

• 社会保障（social security）制度や労働市場の改革、
教育をはじめとした安全策（safety net）の拡充な
どにより、「チャンスを見つけやすい社会」を目指
すとともに、新たなコミュニティを基盤とする「互
いに認め合い交流しやすい社会」を再構築していく
ことの重要性を理解する。 

格差・貧困  

地域コミュニティ  

経済社会システム 共生社会 
消費者市民社会 



家庭を持たない事態、経済弱者となる事態は、
今や誰にでも起こりうる！ 

生涯未婚率は、2030年には男性で約
30％、女性で約23％になる見込み 

2013年の生活保護受給者数は216万
人、2011年に過去最高を更新して以
降増加傾向 



「やり直しが可能で共感できる成熟社会」
を目指すためには、どうすればいいのか？ 

 

•競争により公正に評価され

る雇用環境への是正 

•地方での雇用の創出 

 

•様々なリスク選択に応じ

たリターンの実現 

•セーフティネットの拡充 

•将来にわたり安心が継承

できる体制・制度の改革 

•他地域との連携 

•多様な価値観に基づくラ

イフスタイル実践 

•地域共同体の再興 
互いに認め

合い交流し

やすい社会 

良質な生活

環境が整っ

ている社会 

働き方を選

択しやすい

社会 

チャンスを

見つけやす

い社会 



科学と技術の安全・安心 

• 人間が安全で快適な生活を送るために、科学技術の
発展が図られてきた。 

• 一方で、個人などでは処理できないさまざまなシス
テムが働いている。 

• その中で、安全を維持し安心を図るために必要な基
本的な考え方を習得するとともに、組織の中で個人
が取り組む安全・安心の意識を育てる。 

科学技術の安全 

システムの安全と安心 

安全文化と安心 



一定のリスクは常に存在します。 
 
システムの中で安全は絶対的な価値として
追求されなければなりませんが、それで安
心が保証されることは避けるべきです。 
 
なぜ？ 
 
そのからくりを、自然科学、社会科学の両
面から解き明かします。 



リスク社会を理解する 

平成27年度後期開講！ 

科学・技術の恩恵と限界 
全学モジュールⅠ科目 



全学モジュールⅠ科目 

A6. 核兵器のない世界を目指して 

   中村桂子（核兵器廃絶研究センター（RECNA)) 







Q:核兵器がなくなる可能性はどれくらいあ
ると思いますか? 
かなり高い 

1% どちらかとい

えば高い 

5% 

どちらかとい

えば低い 
68% 

全くない 
26% 

長崎市内の大学生
510人を対象とした
アンケートより 



テーマの趣旨 

核兵器とは何か、その基本的仕組みや、核兵器をめぐる歴史と

世界の現状について基礎知識を得る。⇒「核兵器とは何か」 

核兵器がなぜ生まれ、今も維持されているのか、その背景にあ

る国際社会の特徴と「平和」を実現するための様々な取組みに

ついて学ぶ。⇒「国際社会と平和」 

長崎における被爆の歴史、社会への影響について学び、被爆

体験の継承の問題について考える力を養う。⇒「被ばくと社会」 

 

世界から核兵器を廃絶するために必要となる、 

具体的な知識やアプローチについて、さまざま
な角度から学び、考察する。 



広島・長崎の被爆者をはじめ、世界中の市民が核兵
器廃絶を訴え続けています。にもかかわらず、被爆か
ら70年が経とうとしている今も、世界には1万6千発も
の核兵器が存在しています。「核兵器のない世界」
は、単なる理想や夢物語に過ぎないのでしょうか？ 
 

本モジュールでは、そうした素朴な「なぜ？」に答える
とともに、「過去」「現在」「未来」を結びながら、核兵器
廃絶への具体的な道のりを皆さんと考えていきたいと
思います。 
 

被爆地・長崎だからこそ学べる、特色あるモジュール
です！ 

皆さんへのメッセージ 



A７ 暮らしの中の科学 

テーマ責任者 藤村誠 



カテゴリー 科学/技術の恩恵と限界 モジュール科目区分 全学モジュールⅠ科目 

テーマ名 暮らしの中の科学１ 

推奨する全学モジュールⅡ科目テーマ名 暮らしの中の科学２   

対象学部 多文化社会学部・教育学部・経済学部・薬学部・水産学部 

テーマ責任者 藤村 誠 責任部局 工学部 

趣 旨 自然の偉大さや美しさに驚きや感動を覚えた経験はありませんか？人類は古くか
ら、自然現象を理解しようと多大な努力を重ねてきました。自然現象は、私たちの
生命維持に不可欠な食料・資源の源になったり、時には甚大な災いをもたらすこと
もあります。そのため、私たちは生きていく上で、自然現象を正しく理解していく必
要があります。自然科学とは、自然界で起きる様々な事象の法則性を明らかにす
る学問です｡つまり、自然現象をいかに抽象化し、近似するかを模索する学問です。
一方、技術とは、それらの成果を巧みに利用して人間社会に役立てるための仕組
みを作ることです。自然科学と技術の発展によって、我々の生活はとても豊かに
なってきました。科学技術の限界や危険性を正しく認識すると共に、謙虚な姿勢で
自然現象の真理を見抜く目を養うことは、私たちが暮らしていく中で、とても重要な
ことです。 

本テーマでは、高校において修得しておくべき自然科学の内容を、大学生の視点
から多面的に意味づけ再整理した上で、科学的な思考法と方法論の基礎を学び、
身の回りの生活や先端科学技術と自然科学との関わりを理解していくことを目標
としています。 

学生の皆さんへのメッセージ ・数学や物理、化学、生物が苦手な方も大歓迎です。 

・共通ルール（定義）はしっかり覚える必要がありますが、それ以上の暗記は必要
ありません。 

・自然科学を学ぶことは、“自然現象の言語”を学んでいると言えるかもしれません。 



科 目 名 担当者名 概  要 キーワード 

暮らしの中の 

情報科学 

 藤村 誠 

 小林 透 
身の回りの生活環境・社会における
情報科学、特に情報処理に関係する
数理科学の基礎を理解する。 

離散数学、 

情報理論 

符号化、 

ネットワーク 

身の回りの中の 

物理科学 

  

 夛田 彰秀 

 杉本 知史 
身の回りの生活に関わる、力やエネ
ルギー、流れや波などに関する基本
法則を学び、それらを利用した身の回
りの「ものの構造」と動作原理を理解
する。 

力とエネルギー 

流れや波 

物理に関する基本
法則 

環境・生活と化学  山田 博俊 

 木村 正成 
地球環境や日常生活におけるさまざ
まな現象や物質の振る舞いを、原子・
分子のレベルから系統的に理解する。 

原子と分子、 

環境・エネルギー、 

有機生命化学、 

医薬品合成 



微生物と人間社会 
医学科提供 全学モジュールⅠ科目 

臨床感染症学 泉川公一 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Shiro-ishii.jpg


テーマ: 教育の基礎 （１５-Ａ９） 

2015年度・モジュールテーマ説明会・資料 

山岸 賢一郎 

（長崎大学教育学部） 

      区分： 全学モジュールⅠ科目 

      カテゴリー： 変容する環境とリテラシー 

      対象： 多文化・経済・薬・水産 



 

 

 

「教育の基礎」は、 

どんな方にお奨め？ 
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「教育の基礎 」は、こんな方にお奨め 

 

•  教員免許状の取得を希望する、 

•  多文化、経済、水産の方    

     ⇒ 必ず受講 

        （推奨モジュールⅡも） 

 

•  「教育」や「教職」に、強い関心のある方 

     ⇒ お奨め 
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「教育の基礎」は、 

どんな感じ？ 

50 



「教育の基礎 」の構成 

51 

教育の基礎（モジュールⅠ）： １年・後期 

 教育原理論 … 免許状取得に必須 

 教育心理 … 必須 

 教育行政・制度論 … 必須 

「教育の基礎」では、教育に関する基礎的事項につい
て、たとえば、教育の理念や歴史、児童生徒の心理、
学校教育に関する諸制度、等々について学びます。 

※ なお、各科目について詳しくは、『モジュール 

   テーマガイドブック』の24頁を参照。 



たとえば、こんな問い 

 

 

 

「子どもが学校に通うのは、当たり前？」 
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16世紀初頭の、ヨーロッパの木版画 

K. モレンハウア―、今井訳、『忘れられた連関』みすず書房、1987年、47頁 



たとえば、こんな問い 

 

 

 

「最近の大学生は、ナヨナヨ…ってホント？」 
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たとえば、こんな問い 

 

 

 

「近年、家庭の教育力が、ヤバイ…の？」 

55 



 

 

 

教員免許状の取得と、 

推奨するモジュールⅡの話 
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推奨するモジュールⅡ、その１： 教育と文化（15-a14） 

57 

「教育と文化」（モジュールⅡ）： ２年・前後期 

 教育相談 … 免許状取得に必須 

 文学と社会 

 芸術 

※ なお、各科目について詳しくは、『モジュール 

   テーマガイドブック』の42頁を参照。 



推奨するモジュールⅡ、その２： 教育と社会（15-a15） 

58 

「教育と社会」（モジュールⅡ）： ２年・前後期 

 教育相談 … 免許状取得に必須 

 身のまわりの科学 

 環境と社会 

※ なお、各科目について詳しくは、『モジュール 

   テーマガイドブック』の43頁を参照。 



教員免許状の取得を希望する方へ: 幾つか注意 

•  簡単に免許状を取得できる、わけではない。 

  モジュール科目以外の単位も、たくさん必要 。教職
に対する熱意・情熱が必須。 
 

•  学部によって、取得可能な免許状や、取得まで
の道のりは、異なる。 

 各学部で行われる説明会等に必ず参加。 
 

•  取得したら必ず先生になれる、わけではない。 

  いわゆる「正規の」「学校の先生」になるには、各自治
体が実施する「教員採用試験」に合格する、等の必
要。 
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「教育」や「教職」に強い関心がある方へ 

•  受講を歓迎します。 

 あなたの「興味」を満たすような「発見」がある、
かも。 

 

•  ただし、次の点は、ご了承ください。 

 本テーマ「教育の基礎」も、推奨するテーマも、教

員免許状の取得に関わる科目は、教員免許状の
取得のために必要となる事項を、授業の際に取
り扱わないわけにいきません。言い換えると、「こ
んなの興味ない」が通用しません。 
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もう一度。 

「教育の基礎」は、 

どんな方にお奨め？ 
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「教育の基礎 」は、こんな方にお奨め 

 

•  教員免許状の取得を希望する、 

•  多文化、経済、水産の方    

     ⇒ 必ず受講 

        （推奨モジュールⅡも） 

 

•  「教育」や「教職」に、強い関心のある方 

     ⇒ お奨め 
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環境をめぐる諸問題 

環境科学部学生は受講できません 

 
 

 

 

  JABEE  



http://www.idcn.jp/ http://www.mofa.go.jp/ 

生物多様性を考える 



 
 

 

 

  JABEE  

 
 

 

 

  JABEE  



http://www.env.nagasaki-u.ac.jp/ 

都市環境を考える 



 
 

 

 

  JABEE  

 
 

 

 

  JABEE  

 
 

 

 

  JABEE  



http://ondanka.luckcome.net/ 

地球温暖化を考える 



 
 

 

 

  JABEE  

 
 

 

 

  JABEE  



環境問題を考える 

対象学部 医歯工 

環境科学部学生は受講できません。 

講義の方式 

• アクティブラーニング方式での講義を行
う科目が多いです。 

• グループワークがあります。 

• 欠席や予習してこなかったりすると，グ
ループメンバーに迷惑がかかります。 



Copyright (C) 2015 Center for Information and Communication 
Technology, NAGASAKI UNIVERSITY All Rights Reserved 

暮らしに活かす情報技術 

上繁義史（ICT基盤センター） 

カテゴリー「変容する環境とリテラシー」 
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Copyright (C) 2015 Center for Information and Communication 
Technology, NAGASAKI UNIVERSITY All Rights Reserved 

「情報」を制すると世界が見える 

どんな専門分野にも「情報」がつきもの 

何をするにも「情報」がモノをいう時代 

「情報」を味方にしたいと思いませんか 

2015/4/13 

モジュールテーマ説明会「暮らしに活かす情報技術」 

72 



Copyright (C) 2015 Center for Information and Communication 
Technology, NAGASAKI UNIVERSITY All Rights Reserved 

目標：「情報」 使えるようになる 

モジュール「暮らしに活かす情報技術」で
は情報活用，セキュリティ，情報技術の 
視点で3科目を提供 

情報の活用 

計算機の科学 

•人に魅せるレポートとは，

データの表し方の真相を学ぶ 

•情報（技術）を正しく守って

使うセキュリティの智慧とは 

•コンピュータの中で何が行わ

れているのか，秘密に迫る 

情報社会の安全
と安心 

2015/4/13 

モジュールテーマ説明会「暮らしに活かす情報技術」 
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目標：「情報」 使えるようになる 

モジュール「暮らしに活かす情報技術」で
は情報活用，セキュリティ，情報技術の 
視点で3科目を提供 

情報の活用 

計算機の科学 

•人に魅せるレポートとは，

データの表し方の真相を学ぶ 

•情報（技術）を正しく守って

使うセキュリティの智慧とは 

•コンピュータの中で何が行わ

れているのか，秘密に迫る 

情報社会の安全
と安心 

ビジュアル 

セキュリティ 

ハード&ソフト 
2015/4/13 

モジュールテーマ説明会「暮らしに活かす情報技術」 
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暮らしに活かす情報技術 

情報の真実， 

2015/4/13 

モジュールテーマ説明会「暮らしに活かす情報技術」 
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目撃者はあなたです 

推奨するモジュールⅡテーマ 
• 「情報社会を考える」 
• 「ICTの仕組みと活用法」 



責任部局 国際教育リエゾン機構 

テーマ責任者 山下俊一（国際教育リエゾン
機構長） 

説明者：源島 福己 多文化社会学部 

15-A12 国際社会を理解するため
の多様な視点 



       趣旨 

・グローバル社会で活躍を目指す学生が有すべき
基本的な素養を長崎の知の蓄積を基盤として教授
する。 

・長崎の江戸時代以降に果たした歴史的な役割を
知り、その理解の上に立ってグローバル化する社
会を考察する。 

 

 



    授業科目１ 

 授業科目名：東西文化交流の歴史 

 担当：姫野順一先生（長崎大学名誉教授、大学院
水産・環境科学総合研究科（環境）客員教授） 

 授業内容：長崎を起点とする東洋と西洋の「知的
交流の歴史」を通して、国際交流における文化
的・歴史的側面を理解する。 



    授業科目２ 

 授業科目名：国際的視点に立った法と政治 

 担当：嶋野武志先生（長崎大学 産学官連携戦略
本部 人材育成部門 人材育成室副本部長・教授） 

 授業内容：法とは何かを学び、他の国・地域の法、
国際法などを概観し、法を生み出す背景としての
政治について考える。 



    授業科目３ 

 授業科目名：科学技術と社会 

 担当：山下俊一先生（国際教育リエゾン機構長・
国際連携研究戦略本部長 理事・副学長 ） 

 授業内容：情報が氾濫する時代において、科学技
術社会の光と影の側面を俯瞰し、長崎を足場にし
たグローバル化の実践例を多面的に学ぶ。 

 



求める学生像 

 国境を意識することなく、言語の壁を乗り越えて
国際社会で自在に活躍できる人材の育成を目指し
ています。そのために必要な基礎的な知識や素養
と自分の意志や考えを的確に表現できる高いコ
ミュニケーション能力を持った学生を育てていき
たいと思っていますので、そのような意識を持っ
た学生の皆さんの参加を歓迎します。 



15-A13 

コミュニケーション基礎講座 

大学教育イノベーションセンター 當山明華 



2015/4/13 コミュニケーション基礎講座 
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趣旨 

• コミュニケーション基礎講座 

   

 コミュニケーション能力は，社会人の基礎力の中核とされてお
り，大学卒業時に期待される能力の中でも上位に挙げられてい
る。 

 このようなコミュニケーション能力を高めるためには，普段当たり
前に捉えられているコミュニケーション状況を明らかにし，そのう
えで自分自身の能力をより実践的・機能的なものにしていく必要
がある。 

 本科目群では，コミュニケーションを理論的に理解し，基礎的な
能力を高めつつ，実践力向上を目指す。 

  



科目構成 

2015/4/13 コミュニケーション基礎講座 
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科 目 名 担当者名 キーワード 

人間関係の社会学
   

岡田 佳子 

 （大学教育 

 イノベーションセンター） 

社会化・家族・ 
ジェンダー・学校文化・
階層 

メディア・コミュニ
ケーション基礎 

 深尾 典男 
 （広報戦略本部） 

権力・記号・言説分析・
ﾎﾟｽﾄﾓﾀﾞﾆｽﾞﾑ 

コミュニケーション 

基礎実践 
 當山 明華 
 岡田 佳子 

 若菜 啓孝 

  （大学教育 

  イノベーションセンター） 

日本語・批判的読み・ 
自己表現・ 
情報リテラシー 



科目概要 

科 目 名 概  要 

人間関係の社会学 

  
 成長と共に広がる人間関係の中で身につい
ていく思考やふるまい、関係性について理解
を深める。また、協同学習を通して人の多様
性について考える力を身につける。 

メディア・コミュニケーション 

基礎 
 日常の様々なメディアの影響力を検討し、社
会規範の形成や権力の浸透におけるコミュニ
ケーション過程を理解して生活に活かす。 

コミュニケーション 

基礎実践 
 日本語の「読み」「書き」およびプレゼンテー
ションやディスカッション等の基礎的な技能を
高める。加えて、ソーシャルメディアの可能性
や情報化の光と影などについても理解する。 

2015/4/13 コミュニケーション基礎講座 
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到達目標 

• 社会の動きに関心を持ち，客観的に情報を捕らえて分析でき
る 

• 集めた情報を基に考えをまとめ，他者と建設的・創造的に議
論ができる 

• 他者との円滑な人間関係の構築方法が理解できる 

• 他者の多様な価値観と受容的に関わることができる 

• 正しい引用，注記方法を用いて論理的なレポートを書くことが
できる 

• 自分自身で自分の学習の習得状況を確認・分析・評価するこ
とができる 
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• 下記のような人を歓迎します 

 コミュニケーションについて関心のある人 

 他者と共同して学習を進めていくことに関心のある人 

 

  ⇒前提となる知識は特に問いません。 

  

 大学生として，そして，その後の社会人として必要な基礎的能
力の向上を目的としたモジュール科目群となっています。 

 そのため，自分で考えて表現することが多くなります。たかが
コミュニケーション，されどコミュニケーションです。 
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